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１．研究概要（目的・狙いなど） 

 本研究は，近年注目を集めている「フォロワーシップ」について，実際にフォロワーシップが発揮されている

状況を実験的に作り出し観察することを通じて，これまでの先行研究では言及されていない新たなフォロワーシ

ップのスタイルを発見し，その機能を明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 フォロワーシップについての書籍は 2008 年以降，頻繁に出版されており，また学術研究も行われるようになり

つつある。しかし，現状では広く認知されているとは言いがたく，また統一的な学術的定義も確立されていない

など，未だ未成熟の分野である。そのため，先行研究で提示されている枠組みについても，検討が不足している

状況と言える。 

 

３．研究テーマの課題 

 フォロワーシップに関する先行研究は，以下の３つの問題を抱えている。 

 

① リーダーとフォロワーの１対１の関係を想定しており，複数人からなる組織であることを考慮していない。 

② ①の問題のために，良いフォロワーを作り出す方法，あるいは良いフォロワーとなるための方法も，個人的



な心構えの範囲を脱していない。 

③ 質問表調査・インタビュー調査の結果から理論的枠組みを構築しており，組織における実際のフォロワーシ

ップを観察した結果として構築されたものではない。これらの調査方法は，回答者の解答内容と実際の行動

に乖離がある可能性を排除できないため，そこから構築された枠組みは妥当性に疑問がある。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 以上の問題を解決するためには，以下のことが必要となる。 

 

① リーダーとフォロワーだけの閉じた関係ではなく，フォロワー同士の関係を含めてフォロワーシップについ

て再検討する。 

② 個人の心構えではなく，組織的に良いフォロワーをつくるための方法を検討する。 

③ 質問表調査・インタビュー調査が抱えている問題を克服する方法を用いて，フォロワーシップについて調査

する。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 以上の問題を解決し，フォロワーシップについて再検討するために，本研究では質問表調査・インタビュー調

査ではなく，フォロワーシップを実際に観察できる実験を実施・撮影した。特定の目標を達成するためにリーダ

ーとメンバー間での協力が必要な実験を実施し，撮影した動画を通じてチームの中でフォロワーシップが反映さ

れた言動や，他のフォロワーへの働きかけを観察した。そしてその観察を通じて，フォロワーシップについて考

察した。 

 

６．結果や今後の取り組み 

 実験を通じて，次の２つを発見した。 

 

① 消極的フォロワー(A)は，段階を経ることで徐々に積極性を獲得していき，その結果として積極性を持つフォ

ロワーとなった。 

② 消極的フォロワーが積極性を段階的に獲得する過程には，先行研究では言及されていないスタイルを持った

フォロワー(B)が関わっていた。 

 

 まず，実験開始当初は消極的だった A が，時間の経過とともに積極性を獲得していった様子が確認された。し

かし A は，一足飛びにいきなり高い積極性を発揮するようになったわけではなく，いくつかの段階を経ることで，

徐々に積極性を獲得していった。その段階の移行に，先行研究では見られないフォロワーシップのスタイルを持

った B の行為が深く関わっていたと考えられる。 

 B の果たした役割というのは，チームという場が，メンバー全員が関わることができる場であるという共通認

識を作り出すことであった。B がチーム目標をチーム全体に確認したことで，A はチームの目標を理解し，それ

によって自分もチームに関わることができることを理解した。B の行為は，チームに対する A の認知的アクセス

の可能性を開いたと言えるだろう。また，B が A に対して具体的な役割を与えることで，A は具体的なチームへ

の貢献方法がわかり，実務的にチームにアクセス可能となった。さらに，B は自らチームに新たな提案をするこ

とで，場が全員に対して開かれたアクセス可能なものであることを、身を以て示した。これによって，A も自分

がこのチームの未来に積極的にアクセスしてもよいのだと考えるようになり，積極性を獲得した。 

 このように，B というフォロワーの働きかけによって，A は積極性を獲得するに至った。このような B のフォ

ロワーシップのスタイルを，私たちは「巻き込み型フォロワーシップ」と名付け，「場の現在と未来に対してメ



ンバー全員（リーダーおよびフォロワー）が認知的・実務的にアクセス可能とすることで，他のフォロワーの積

極性を上げるフォロワーシップ」と定義した。この巻き込み型フォロワーは，消極的フォロワーに対して働きか

けをすることで，消極的フォロワーが積極性を獲得するための基盤を構築していた。 

 今後の課題は，批判性をフォロワーから組織的に引き出すにはどのようにすればよいのかを検討することであ

る。先行研究の枠組みにしたがうと，模範型フォロワーシップとは積極性と批判性の両方を高いレベルで兼ね備

えているフォロワーシップのスタイルを指す。本研究では，フォロワーの積極性を引き出す組織的方法について

は言及できたものの，批判性を引き出す方法については言及できていない。今後も実験を重ねていくことで，こ

の方法を明らかにしていきたい。 
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